
平成30年度全国学力・学習状況調査の結果を
踏まえた指導の改善・充実に向けた説明会

平成30年８月30日（木）
於：群馬県立女子大
群馬県教育委員会
義務教育課 教科指導係

「算数科における
指導のポイントについて」



Ｈ２９年度の学力学習状況調査からみえる
「算数科における指導改善のポイント」

【解答例】
６＋0.5×２
＝６＋１
＝７

【誤答例①】
６＋0.5×２
＝6.5×２
＝１３

【誤答例②】
６＋0.5×２
＝1.1×２
（１１×２）
＝2.2（２２）

群馬の反応率
【２２．２％】
↓【＋４．９％】
全国の反応率
【１７．３％】

群馬の反応率
【６．０％】

↓【＋０．９％】
全国の反応率
【５．１％】

算数Ａ２（３）
群馬県平均正答率【５９．９％】

↓【－６．７％】
全国平均正答率【６６．６％】

およそ３，７００人
（群馬県の６年生）
４０人学級で約９名

およそ９８０人
（群馬県の６年生）



◎Ｈ３０全国学力・学習状況調査

【全国学力・学習状況調査 算数Ｂ４（１）より】

群馬県 ６２．５％

全国 ６２．７％

４×８＋５×８

（４＋５）×８

５８．３％

５７．６％



◎算数指導で目指したい子どもの姿

楽しさを実感している子どもの姿

・なぜ？なんだろう？不思議？と疑問に思う。
・問われていることを整理できる。
・どの考え（既習事項）が使えそうか？と考えられる。
・自分なりに解決の道筋を考えられる。
・他にもっとよい（分かりやすい、誰にでも分かる、いつでも使える）考えはないの？
と考えられる。
・他の人を説得できる結論が説明できる。など

算数科では考えることが楽しい子を育てたい。
考えるときに算数を使う子どもになってほしい。

数学的に考えることの楽しさを実感している子どもの育成



◎Ｈ３０全国学力・学習状況調査

算数Ａ問題【平均正答率】

群馬県公立【６２％】 全国公立【６３．５％】

児童質問紙

調査問題の回答時間は十分だった【８１．３％】→【全国比：１Ｐ↑】

算数Ｂ問題【平均正答率】

群馬県公立【５０％】 全国公立【５１．５％】

児童質問紙

調査問題の回答時間は十分だった【６３．７％】→【全国比：2.3Ｐ↓】

◎算数Ａ問題、算数Ｂ問題ともに、全国の平均正答率よりも1.5Ｐ低い。
〇H30年度全国学力学習状況調査で、全国平均を下回ったのは算数のみ。
◎算数Ｂ問題については、２Pの児童が時間が不十分と回答。



◎Ｈ３０全国学力・学習状況調査
【群馬県】児童質問紙

◎算数の勉強が好き【６９％】→【全国比：約４Ｐ↑】

◎算数の授業内容がよく分かる【８５％】→【全国比：約２Ｐ↑】

◇算数の勉強は大切【９３％】→【理科よりも約６Ｐ↑】

☆新たな問題に出会ったとき、それを解いてみたいと思う

【７６％】→【全国比：約２Ｐ↑】

☆問題を解くとき、もっと簡単に解く方法がないか考えますか

【８０％】→【全国比：約２Ｐ↑】

☆公式やきまりを習うとき、そのわけを理解するようにしてますか

【８２％】→【全国比：約２Ｐ↑】

☆数学ができるようになりたい【中：９３．５％】



◎Ｈ３０全国学力・学習状況調査
から見える“群馬の学校の意識”

◎算数の指導として、前年度までに、発展的な学習の指導を行っている。

【７５％】→【全国比：約１２Ｐ↑】

◎算数の授業において、習熟の遅いグループに対して少人数による指導を
行い、習得できるようにしましたか。

【４２％】→【全国比： 約７Ｐ↑】

◎算数の授業において、習熟の早いグループに対して少人数による指導を
行い、発展的な内容を扱いましたか。

【３５％】→【全国比： 約８Ｐ↑】

◎算数の授業で，前年度までに教科担任制を実施している。

【４５％】→【全国比：約３６Ｐ↑】

群馬県の児童は、全国の児童よりも算数の勉強が好き、授業内容もよく分かる。

また、新たな問題に挑戦する意欲をもち、よりよい解決方法がないかと考える
こともできる。
学校についても学力向上に対して工夫を行っている。



「Ｈ３０年度の学力調査から見える課題分析」

【全国学力・学習状況調査 算数Ａ４（１）より】

群馬県 ８１．０％

全国 ８７．８％
全国比-6.8％



【全国学力・学習状況調査 算数Ａ４（１）より】

群馬県 全国平均

１ １と解答しているもの 9.4 8.3
２ ◎ ２と解答しているもの 81.0 87.8
３ ３と解答しているもの 1.9 1.7
９９ 上記以外の解答 7.3 1.6
０ 無回答 0.4 0.6

-5.7

およそ１，２００人
（群馬県の６年生）

「Ｈ３０年度の学力調査から見える課題分析」



群馬県 ５７．９％

全国 ６２．９％
全国比-5.0％

【全国学力・学習状況調査 算数Ａ１（１）より】

「Ｈ３０年度の学力調査から見える課題分析」



【全国学力・学習状況調査 算数Ａ１（１）より】

針金０．２ｍの重さが１２ｇと考える児童の思考例

式） ６０ × ０．２ ＝１２
倍のような考え方は
かけ算だったかな？

「Ｈ３０年度の学力調査から見える課題分析」



群馬県 ３５．７％

２と解答 ４２．７％

【全国学力・学習状況調査 算数Ａ７（１）より】

「Ｈ３０年度の学力調査から見える課題分析」

全国比：約６Ｐ↓

群馬県の６年生
３割強



群馬県 ５１．４％

2.5％と解答 ２９．２％

【全国学力・学習状況調査 算数Ａ８より】

「Ｈ３０年度の学力調査から見える課題分析」

群馬県の６年生
の約３割

２．５％と解答している児童の思考例

式） ２００ ÷ ８０ ＝2.5



「Ｈ３０年度の学力調査から見える課題分析」

課題① 問題と解答の整合性の確認

課題② 式だけを使って解答を出そうとしている

課題③ 思考を振り返り、再構築できていない

課題④ 割合を正しく理解できていない
（数量の関係の理解が不十分）

改善していくためには…

児童が、算数の問題をどのよう
に理解し、どのように解決し、ど
のように振り返っているのかを
授業の中で丁寧に扱っていくこ
とが必要なのではないか？

児童の視点で問題
がどのように見え
ているのかを授業
の中で表出させる
ことが大切。



「算数科における指導のポイント」

授業見直しのキーワード

問題場面を味わう

【問題場面とは】→【問題】に解答できるための条件の設定や状態等のこと。

【問題とは】→解答を要する問いかけ。
（例）「○○でしょうか？」 「○○を求めなさい。」 などのこと



授業見直しのキーワード

問題場面を味わう



問題場面

このことから、どのようなことがわかりますか

長さが２倍になると、重さが２倍になります。

長さが0.8mのとき、重さは120gになります。

長さが１mのときの重さは？

長さが３倍にしたら…重さを半分にするには…

児童に身に付いている数学的な見方・
考え方を確認する場



【問題場面】
２dＬで4/5㎡ぬれるペンキがあります。

【問題】
１dＬで何㎡ぬれるでしょうか？

数学的な見方・考え方を確認する場

量感的な見方・考え方

比例的な見方・考え方

割合的な見方・考え方

量の大小にかかわる見方・考え方

日常の生活場面とのかかわり

問題解決までの見通しの確認

問題解決の過程を共通認識

配付資料p23 参照



問題場面を味わう

向かい合っている辺は同じ長さです。

20ｃ㎡よりは大きいと思います。

イの平行四辺形のまわりの長さは22cmです。

はしたの部分の三角形は同じ形？

図形は移動させても面積は同じ？



問題解決の過程を共通認識 配付資料p24 参照

【問題場面】

お菓子が８個あります。何個か食べたので、残りは３個
になりました。

このことから、どのようなことがわかりますか

最初にお菓子は８個ありました。

今は３個しかありません。

食べた個数と残りの個数をあわせると？テープ図で表すと…

引き算でも足し算でも表せるのかな？



問題解決の過程を共通認識 配付資料p25 参照

乗法の演算決定 除法の演算決定



【活動例：５年「比べ方を考えよう」】

家で使っていたせんざいの２０％増量した
せんざいが売られていました。
そのせんざいは４８０mLです。
家で使っていたせんざいは何mLですか。

【全国学力・学習状況調査H27Ｂ２（２）】

【児童の素朴な発想】
２０％ → 0.2
増量 → 多くなる
かさ（量）と割合（百分率）？

問題場面を味わって演算決定をできるように



【活動例：５年「比べ方を考えよう」】

〔問題〕１ふくろ４５ｇ入りのおかしを、

して売ろうと考えています。

１ふくろは何ｇですか。

２０

に当てはまる条件カードを準備しました。

教師の声かけ：隠れていて見えないね。２０何かな？

【児童の発想】
「２０ｇ減らして」

【児童の発想】
「２０ｇ増やして」

【児童の発想】
「２０％減らして」

【児童の発想】
「２０％増やして」

違い（差）で比べる 割合（比）で比べる

問題場面を味わって演算決定をできるように



日常の事象における数量の関係を
割合を用いて考察できるようにする（授業改善）

【活動例：５年「比べ方を考えよう」】

〔問題〕１ふくろ４５ｇ入りのおかしを、

して売ろうと考えています。

１ふくろは何ｇですか。

２０％増量

〔めあて〕 もとの量と増える量の関係を図や言葉で表してみよう



◎学力向上を目指す授業改善を行うために
授業者に期待すること

○解けているけど、実はわかっていないという

ことを認識を。

（児童の視点で，問題場面を味わう丁寧な授
業へ）

○授業の子どもとのやりとり、練習問題や

評価問題、単元テスト、いずれにおいても、

演算決定の根拠を「問いかけ」数直線を用

いて児童自らが説明できる授業づくりを。

身に付いている数学的な見方・考え方を認識



おわりに

①目標「めあて」を提示しましょう。

②授業の終わりに 「ふりかえり」をしましょう。


